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春の遅 い中部 ヨー ロ ッパでは,4月 の中 旬 と言えば普 通は まだ寒 くて,雪 を
見 るの も珍 し くは ない時期 であ るが,1968年の4月 は,ま るで初夏 とも言 え る
よ うな,狂 った気候 の月であ った。 この年 の復活 祭は4月14日 に あた ってい た
が,こ れは 白い復活 祭weisseOsternには非ず して,赤 い学生 の大 荒れ に荒
れ た赤 い復活祭,blutigeOsternにな った。
わた しは ドイ ツへ 出発す る前 か ら,か の地に も活 発な学生 運動が あ るこ とは
承知 して いた ので はあ った が,そ れ で も,う か つに も,そ れが 日本1ごiおけ るほ
どに激 しい もの とは 予想 してい なか った。 ところがい ったんか の地 に着 い て,
新 聞や ラジオが連 日学生騒動 のこ とを報 じてい るのを読 み聞 きして,驚 いた。
しか も,ド イ ツの学 生 の主 張,用 語,手 段 が,日 本 の学生 のそれ とほ とん ど全
く一致 してい るの に,二 度 び っ くりした。
わた しは,4月13日 に横浜 を出発 し,ソ 連 経 由で18日の夜 に ウ ィー ンに着Lい
た。 ち ょ うどその6日 間 に,前 述の学生 に よる大 嵐があ った ので あ る。 この事
件 が ソ連 で果 して,ま た どの程度に報 じられ たかわか らないが,ロ シア語 は か
い も く解 らな いわた しは,こ の6日 間は,世 界の出来事 については全 くのつ ん
ぽ 桟敷 にいた。従 って,4月19日 の朝 ウ ィー ンの ホテル で 周を醒 し,何 は とも
あれ と買 い求 めた新聞 で,ま っさきに この学 生騒動 の こ とを知 り,俗 世界 へ と
再 び戻 った 次第で あ った。 この時 には,Osterkrawalleと呼び名をつ け られ
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た この学生騒動は,一 応 は鎮 ま り,街 々の興奮は去 っていたのではあ るが,そ
れで も新 聞紙面 には まだ熱気があふれ,こ の騒 ぎに よって社会 の各階層が受け
た衝激の大 きか った こと,中 ・老年層 市民の陥 った戸迷い ・狼敗 の深刻な こと
が,ひ しひ しと感 じられた。学生の言 う体制側Etablierteは,ひど く面 くら
い,大 き く動揺 した よ うであった。
この騒動の起 るきっかけ とな ったのは,4月11日の夕方近 く,ドイツ学生運動
の最 も急進的な理論指導者Chefideologeと見 なされていた ドゥチ ュヶRudi
Dutschkeが,西ベル リンの 目抜 き通 りクP-一一・ル フユルステ ンダムにある ドイツ
社会主義学生同盟SozialistischerDeutscherStudentenbundのベル リン事
務所前で ピス トル襲撃を受け頻死 の重傷を負 った事件であ った。 この事件がい
ったん全 ドイツに報導 されるや,か ねて不安 を孕んで発酵を続け ていた全 国の
学生の怒 りhS-一気に爆発 して,何 千 と群 をなLた 学生が街頭に繰 り出 して,乱
暴 を働 らき,各 所 で警官隊 と衝突 した。 この場合に,学 生たちが激 昂 したのは,
ドイツ ・ジ ャーナ リズム界に王者的地位を占め るシュプ リンゲル出版社Axel
SpringerVerlagに対 してであ り,学 生たちが押 しかけ て乱暴 ・破壊を働 らい
たのはその建物,事 務所であった。各 地のお もだ った シュプ リンゲル系新 聞や
雑誌の事務所や販 売所,印刷工場 にデモがかけ られた。多 くの町(ベ ル リン,ハ
ンブル ク,フランクフル ト,ミュンヘン,ハ ノーヴァ一等)で その建物が襲撃さ
れ,破 壊 され,自 動車や新 聞輸送車がひ っ くり返 され て放火された。そ して当
然 のこ となが ら,警備の警官隊 との間に激 しい衝突が起 った。警察側は放水 し,
催 涙弾を射 ち,警 棒を振 るい,学 生側はバ リケー ドを急造 し,器 物や剥 した舗
石を投げて,互 に激 しく応戦 し,ま さに市街戦の光景を呈 した。学生側に も警
察側に も,そ して一般市民の間に も,多 数 の負傷者が 出,多 数 の者 が逮捕 され
た。 ミュンヘ ンでは,報 導関係の カメラマ ンが一人 と学生が一人,投 石を頭に
受けて死亡 した。 これは,ワ イマル憲法時代の ドイツで,ナ チスがまだ勃興期
にある頃・ ヒ トラーの突撃隊が市街 に遊 よくしていた時期に見 られた光景であ
った。その頃の記憶 をまだ持 ってお り,今 は しか し戦後に営 々 として築 き上げ
た経済的復興の中で,と もか くも平穏な生活を送 ってい る人 々に とっては,大
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き な衝激 であ った らしい。特に,ナ チスの場合には,そ の言 う事は,そ の是非
は ともか くと して,明 解 であ った。 しか るに今 日の学生の場合には,彼 らが何
を考え,意 図 してい るのか,何 を言わん としてい るのか 、さっぱ り理解 で きな
い のでなおさ ら,戦 前派 の人 々の面 くらい方 もひ どい ようであ った。若 い世代
との間の溝 の深 さに,驚 が くした ようであ る。
ドイ ツの学生運動 も,日 本 の場合 と同様 に,そ の原 因は学校や社 会や政治に
対す る青年特有 の不満 であるのに,こ の復活祭騒動 におい ては学生たちは何故
に,い かに巨大であ るとは言 え,所 詮は一介の私企業に しかす ぎない シュプ リ
ンゲル出版社 に対 して,か くも激烈 ・大規模 な憤 激の行動に出たのであろ うか。
そ れについては,つ ぎの ような経緯 があ った。
2Schah-Besuch
大体 ドイツの学生がLば しば街頭に出て,激 しいデモを展開す るようにな っ
たのは,66年頃からだ といわれ る。それ も初めの頃はまだ今 日のような過激な
行動には訴えず,せ いぜい卵 とトマ トとを持 って出かけた。それが67年の夏,
ペルシャ王が西 ドイツを訪問 し,これに対 して学生たちが反対の示威運動を行
な うようにな った頃か ら学生の行動が激 しくな り,その後次第に激烈さがエス
カ レー トして行 った。
西 ドイツ政府がペルシャ王を国賓 として迎えることにな った時,彼 はペル シ
ャでは専制君主であ って,国 内で苛酷な圧政を行ない,そ のために,政 治犯 と
して牢獄内に酔吟 している学生や青年は数え切れない,と して,ま ず,西 ドイ
ツには沢山のペル シャ人留学生がい るのであるが,そ の一部の者が自分 らのこ
の ような君主の ドイツへの来訪を歓迎 しない,と い う態度を表明した。 これに
和 して ドイツの学生たちは,こ のような非近代的な暴君を自分 らの政府が国賓
として迎えるのはけ しか らんとして,反 対運動を始めた。西独政府 としては,
外交 ・貿易上の思わ くもあっての行事ではあったことであろうが,国 賓 として
迎 える外国元首の自国滞在中に万一の不祥事があってはと,こ のような学生が
各地で くりひろげ る抗議デモに対 して,極 めて厳 しい態度で臨み,多 数の学生
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の逮捕がなされた。 この ような経過 の中でペル シャ王がベル リンを訪問 して,
6月2日 の夜,ビスマル ク街 の ドイ ツ歌劇場で観劇 したのであ るが,この時遂に
学生を中心 とす るデモ隊 と警備 の警官隊 との聞に一大衝突が起 り,その際,ベル
リン自由大学 の一学生 オー ネゾル クBennoOhnesorgが一警官の ピス トルに
よって射殺 された。 この報が全国に伝わ るや,一 般国民 も警察側の過剰警備 と
して大 きな シ ョクを受けたが,学 生はい よい よ激昂 し,各 地に旬 日にわた って
抗議 と弔いのデ モが繰 りひろげ られた。そ して各地で,警 官隊 とデモ隊 との間
に激 しい衝突が起 った。(こ の事件は後にな って,ベ ル リン市長 アルベル ツの
引責辞職 とい う結果を生んだ。)
以上二つの事件は学生の政 治運動 の現れであ り,こ の政治運動 の動機には こ
の外 に もベ トナム戦争・ ア メリカ駐留軍一 ア メ リカ軍兵舎の前 でベ トナム戦
争不参加 と逃亡 を呼びかけ る ビラ配 りな どをす る一一,懸 案の非常時特例法案
な ど,ま た 日本 では見 られぬ ものでは,ギ リシャの軍部独裁政権 に反対す る運
動等・軽重 さまざまな国内的 なあるいは国際的な問題があ る。 しか し彼 らが政
治問題にだけ狂奔 してい るわけでは な く,む しろ彼 らの主たる関心はやは り,
学校問題Hochschulreform,Studienreform,DemokratisierungderHoch--
schuleに向 ってい る。
この場合に,い ず この国で も同 じこ とで,大学 当局や教授側は,改革すべ きこ
との多 くあ ることは よ く承知 しなが ら,改 革の実行には余 り意欲的でな く冷淡
であ り・怠惰 ・緩慢であ って,またせ っか くな され た改革 も,単な る機構い じり
か表 面的な手直 し程度に終 っていて,必 要性の根源 を洞察 しての ものではなか
った りして・ と うてい学生の満足す るていの ものではない ものが多い。犬学 自
体には,教授たちには,大 学改革の見識 も能力 もな くな っている として,教授 と
学生 との間の不信感の溝は深 まってい る。その よ うな状況の中 でベル リン自由
大学では66年 か ら・文学部 の幾つかの科 において,基 礎課程Grundstudium
の制度が始め られた・ これは最近の大学進学者一 ドイ ツでは大学進学には入
学試験 はな く・高等学校Gymnasiumの 卒業免状Abitur,Hochschulreife
を持つ者なら誰で も・希望の大学に必要手続を済ませるだけで入学できる_の
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学 力が低下 して,今 までの大学教育の水 準を維持す るのに支障を来す ようにな
って来 たので,学 生 に基礎 的学力をつけ るために,導 入 された制度 で,そ の内
容は,大 学 入学後最初 の四学期4Semesterの間は,科 ごとに定 め られ た一定
の演習 ・講義 に参加 し,そ れ を一定以上 の成績を もって修 了 した者 にだけ専門
課程Fachstudiumに進む ことを許す。 基 礎課程の修 了試験 に一定回数失敗
した者は除籍Zwangsexmatrikulationされ るとい うものであ る。 従来の ド
イ ツの大学 では,こ の よ うな中間試験 的な ものはなか った し,ま た除籍 とい う
こ、ともなか ったのであ るが,今 は,全 部では ないが多 くの大学 で,戦 後大学進
学者 が急激 に増加 した ことな どか ら来 る上 述の よ うな理 由で,こ の制度が導 入
され てい るか,ま たは その導入 が考慮 され ている。
ドイ ツの大学 の この よ うな改革は,容 易 に予想 され るご とく,す べ ての学生
か ら素 なおに歓 迎 され る種 類の ものではない。方 々で物 議をか もしてい る。 ベ
ル リン大学 文学部 では ローマ ン語科RomanischesSeminarの学生 が,68年
1月,こ の基礎課程 の意義 ・目的について教授たち と討論す ることを要 求 し,
教授 たちは これに快 よ く応 じよ うとしなか った。 そ こで学生たちは 自分たちだ
けで集会 を開いて この問題 を討論 しよ うとした。 ところが学校側では,1月24
日か ら31口までの1週 間 この ローマ ン語科を閉鎖 し,学 生の教室への立入 りを
禁止す る措置 に出た。学生 たちは これ に激昂 し,波 紋は ローマ ン語科だけでな
く全学に ひろが り,1月31日 には,そ の時ち ょうど開かれていた文学部教授 会
の会議場前 に多数 の学生 が押 しかけ,自 分 らの代表 と話合 うことを強要 した。
そ して最後 には,扉 を押破 って会議場 に乱入 し,会 議を粉砕 して しま った。
越 えて2月 に入 ると,騒 ぎはベル リン工業大学 にまで飛 火 し,問 題の内容 も,
自由大学 ロー マン語科 の基礎課程の問題か らギ リシャの軍部独裁,ベ トナム戦
争等 々の問題 へ と移 って行 った。そ してまた学生たちが,自 分 らへの反感 を国
民 の中にあお り立て植 えつけてい る元 兇 として憎んでい るSpringer系新 聞の
弾 劾集会Springer-Tribuna1がい くつ も開催 された りした。 そのため68年2
月の大部分 は,ベ ル リンでは大小 さまざまの規模 のデモが くりひろげ られた。
そ してそれ には学生ばか りで な く政党員 や労組 員 も加わ り,ま た一般市民の間
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には,日 頃の学生 の 目に余 るデモ行進 や乱暴に ご うを煮や して反 感が醸成 され
て,学 生 のデモに反 対す るデモが起 り,こ の二様 のデモ隊 の間に小ぜ り合いが
始 まる,と い った工合いであ った。そ してやが て,極 左 と烙 印された これ ら学
生たちの赤 いデモは,こ の反対 デモに圧 倒 されそ うにな って来た。 デモに加わ
らない市民た ちの中に も,学 生 の持 った旗を奪 い取 って,こ れを引 き裂 いた り
焼 いた りす る者 もあ り,群 集 に追われ て逃げ場 を探す学生に,身 を隠す ための
片隅 を貸す ことを拒絶す る者 もあ った とい う。
だいた い人 口220万を持つ この西 ベル リンとい う町は,一 種特異 の性格 と雰
囲気の町 であ る。 ドイツ連邦共和国(西 ドイツ)基 本法に よって西独第11番目
の邦(州)と 規定は されてい るけれ ども,い まだ に占領軍に よって規制 されて,
西独政府 の主権は及ば ない特別地域 であ る。連邦基本法 の適用に も制限が加え
られてい る。 だが連邦議会は57年2月 には,こ の町 を ドイ ツ国主都Haupt-
stadtDeutschlandsとして宣 言 し,従 って現在 のボ ソは,両 独統一 までの仮
の ドイ ツ連邦共和国 の主都 とみなす,と い う意 図を表 明 した。 この よ うなベル
リンは,西 独政治家た ちに とっては,そ して恐 ら くは西 ドイ ツの老壮年層国民
に とっては,統 一 ドイ ツのた めの象徴 とい った よ うな意義があ るのである。最
近 の新聞に報導 された よ うに,西 ドイ ツ政府が,大 統領選出のための連 邦会議
を是が非で も西 ベル リンで開催 す ることに片 意地な までに固執 した理 由は,こ
の点に ある。 しか しこのベル リンは,今 で もなお ドイツ最大の都市ではあ るが,
名 目上 の外 は,ド イ ツの主都 としての役 目は全 く果 していない。却 って財政的
には連邦 政府か らの補助金に大 き く頼 らざるを得 ない状況にあ り,こ の補助金
の額は年 々増 加 して もらわねばな らない。67年においては,そ の額 は1口i当 り
800万マル ク(1マ ル クは90円),年額30憶マル ク近 くに達 した と言われ る。
人 口も,東 西分割 当初の頃は この町 か らの流 出人 口よりも,東 ドイツか らの
逃 亡者 を主 とす る流 入人 口の方がは るかに多か った。それが58年頃か らは,流
入者 よ りも主 として西 ドイ ツや西欧側 への流出者 の方が多 くな り,自 然増人 口
を考慮 に入れて も,全 体 としては人 口減 の傾向 とな り,特 に青年層に この傾向
が強 く,従 って市 の住民年令 は次第 に高令化 し,若 い働 らき手は年 々減少に向
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っている とい う。か てて加えて共産 主義 ドイ ツの真中にあるこの孤 島都市 を ヴ
ルプ リヒ トは,徐 々に,し か し絶 えず そ して次第 に厳 し く締 め付 けて行 ってい
る。ベル リン市民は,自 分 らがい よい よ孤立化 してゆ くことを,ひ しひ しと感
じてい るはず である。そ して この ような事情は,彼 らをい らだたせ てい るに違
い ない。他方,彼 らの鼻先には,冷 たい コンクリー ト壁が延 々と走 っている。
この壁 を越えて向 う側をのぞけぽ,い まだに生 々しい戦禍の跡,ナ チス時代を
思わせ てひや りとさせ る ような数 多 くの制服姿の男女の行 き交い,そ んな中で
ま るで何 の不満 も不平 もないかの ように静か な街。再 び振 り返 って自分 たちの
側を見れば,向 う側 に踊 らされてい る(と 彼 らの信 ず る)学 生や青年 たちの無
法 ・乱暴。 この連 中は,両 独 の統一 な どもう考 え るな,む しろ東独を承認せ よ。
ベル リンは西独か ら切 り離 して,評 議会政 体R註tesystemの独 立市 にせ よ,
と説 く。束 ベル リンの人 たちは,東 ドイ ツの人たちは,自 分たち とは他人 にな
って行 くのであろ うか,も う他人 にな って しま った のであ ろ うか。西ベル リン
の市民た ちは,特 に身に泌みて この不安 と焦燥 とを感 じてい るはずであ る。
このよ うな心理的風 土の中に,2月 騒 動は起 ったのであ る。 ル ーーデ ィ ・ ドゥ
チ ュケは この よ うな学 生運動の最 も過激 な指導者 として一般 に も知 られ ていた
ので,こ の騒動 の際に,ド ゥチ ュケ と見 まちがえ られた一青年は群集 に追われ,
辛 じて,駐 車 していた警察軍 に逃げ込 んで難を まぬがれ るこ とがで きたが,群
集 は今度 は この車を包囲 し,リ ンチを叫 んで青年 の引渡 しを要求 し,車 に乱暴
した りしは じめた ので,百 人隊 の警 官が救援に駆 けつけ て初めて,そ の青年 を
安全圏に連れ 出す ことがで きた,と い う一 こま もあ った とい うことであ る。
3Axel-Springer-Konzern
学生たちか ら,そ の巨大 な影響力に物 を言わせ て ドイ ツの世論 を 自由に操作
し,特 に 自分たち学生 の主張や行動を過大 にあ るいは過小に歪曲 して報導 して,
国民の間に反学生感情 を煽 りたててい る,と してひ ど く憎 まれ てい るものに シ
ュプ リンゲル出版 社SpringerVerlagがある。 これは46年AxelSpringer
に よってハ ンブル クに創設 された,日 刊新聞 ・週間雑誌 の発行 を主 とす る出版
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社であ る。 これは最初HamburgerAbendblattで力含ま り,54年には一時休刊
していた ドイ ツの古 くか らの有名紙Ham1〕urgerFremdenblattをこれに合
併復刊 し,ま た53年には,当 時西 ドイ ツで最大 の発行部数を持 っていた 日刊紙
DieWeltを引 き受けた 。その後着 々と西 ドイツ各地の地方紙や週間紙 をもその
傘下に収め て,現在では西 ドイ ツでは最大 の コンツェル ンPresse-Konzemを
築 き上 げてい る。 ベル リンでは,そ こで売 られ る新聞や雑誌 の70%は直接にか
間接にか シュプ リンゲルの息がかか ってい ると言われ,西 ドイツ全 体につい て
みて も,50%を下 らないだろ うとみ られてい る。特 にその営業政策が専 ら売 ら
んか な主義 であ って,従 ってその出す ものは,西 独最大 の発行部数450万を誇
るBild紙 を筆頭 に,殆 ん どすべてが低俗紙Bourlevar(}Zeitungenであ る
として,学 生か らだけでな く,心 ある人士か らもひん しゅ くをか ってい る。
最近 よく,マ ス コ ミPresseは立法Legislative・行政Exekutive・司法
Rechtsprechungの三権 と並んで第4の 権 力 とな った と言われ る。 た しかに・
あ るいは む しろ従来 の三権 以上 の権力を,新 聞を筆頭 とす る最近 のマス コ ミは
持 ってい るといえ るか も知 れない。従 って一国 のマス コ ミ手段 の大部分が,買
収や企業合併 の方法 に よってひ と りの者の手中 に収め られ,こ の者が意のまま
に世論 を操 作で きる とい う状態にな っては,容 易な らぬ こ とであ る。 ドイ ツの
学 生運動家に言わせ ると,マスコ ミ界の,しか も最悪 の暴君的存在 が シュプ リン
ゲルであ る。政 界や財界の者 まで,そ の鼻息 を うかが ってい るとい うのであ る。
去年の聖木曜 日GrUndonnerstagにドゥチュケを襲 って復活祭騒動起爆の役
を演 じた男は,・ミッハマ ンJosefBachmannとい う24才の塗装工であ るが,
この青年 もシュプ リゲル新聞に迷 わ された一人であ るとして,学 生たちの怒 り
が爆発 し,シ ュプ リンゲル系新 聞の襲撃 とな ったわけ であ る。 この・ミッハマ ン
は,ド ゥチ ュケは共産党員 と思 って殺意を起 した と自供 してお り,背 後関係は
ない と言われ てい る。拘置所内で,四 回 も未遂 に終 った 自殺をはか ってい る。
この5日 間にわた って荒れた学生騒動は,遂 にはSDSが,物 は こわ して
も,人 には怪俄を させ るなGewaltgegenSachen-一一一－ja,gegenMenschen
-neinと い う指令Paroleを 出 して抑制 しは、じめて ようや く,鎮 静 した。
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この事件は,ド イ ツ学生 を一般 国民か ら引 き離 す とい う結果 を生 んだ。学生が
何か集会 を行なお うとい う時に,市 内に会場を借 りるの も困難にな った,と い
うことである。 この事件 の直後にある州(Baden-WUrttemberg)で地方選挙
(州議 員選 出)が 行なわれ,そ の際にNeo-Naziと言われ る ドイ ツ国民 民主
党National-DemokratischeParteiDeutschlandsNPDが予想以上 に進出
して世論を沸かせ,あ る向 きには心胆を寒か らしめたのであるが,こ れは この
事件を頂 点 とす る一連 の学生騒動の影響であ る,と の意見があ った。 また,ち
ょうどこの頃に連邦議会におけ る審議の最終段階 に来ていた非常時特例法案に
対す る反対運動が,予 想 され また期 待された ほ どには盛 り上 らなか ったのは,
これに よるとの見方があ った。
しか しまた,学 生運動に今 までの よ うに冷淡 ・無関心であってはいけ ない と
の声 も高 ま り,5月 初旬には この問題 を主た るテーマ とした連邦議会が臨時に
開かれ,そ の直前には キージ ンゲル首相が ドイツ全学連Verbanddeutscher
StudentenschaftenVDSの代表者 と会談す るな どの ことが行なわれた。その
外,連 邦政府や州政府 の大臣その他の責任者が,学 生 と話合お うとす る機運 も
高 ま り,ま た規制 や取締 りも,過 激で暴 力的な行動Ausschreitungenの場合
の外は,こ れ を しない,学 生団体 の禁 止 ・解 散命令な どは考えない との方針が
打 ち出 された りした。
シュプ リンゲルにつ いては,こ れに よる極端 な企業集中は世論 も問題 とし,
それの強制解体 とか所有制限 とかが論ぜ られ るよ うにな った。その故か ど うか
は分 らないが,ベ ル リンの コッホ通 りに,東 ベル リンとの境界壁 に文字通 りす
れす れに,20階建 の社屋 を建 て,夜 はその屋 上か ら東ベル リンの ウソテル ・デ
ン ・リンデ ン街を照 明す るとい うほ どの挑発 的高姿勢を示 していた シュプ リン
ゲルが,夏 ごろには,傘 下 の幾つかの出版社 を手放 し,あ るいは手放す交渉 を
は じめた とい うことが報 じられていた。
ドゥチ ュケは頭 と首 と胸 とに三発 のた まを受けて,一 時は生命 も危ぶまれた
が,幸 いに一命は取 り止め,手 術の経 過 も良 くて,今 は妻君の生国 ア メ リカに
渡 ってい るはずであ る。 彼はSDSの 理論指導者Chefideologeとして,当
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時 の学生運動の推進力として重要な存在であ ったが,実 際には この時期には,
学生の間でも彼の理論 と行動方針 とが批判 されて,SDSで の彼の地位は微妙
な ものになっていたとい うことである。 しか し彼は相当に雄弁なアジテーター






もととした諸法律だけでは不充分であるとい う観点か ら,そ の不備を補な うよ
うに基本法を改正 し,それに基づいて,必 要な他の一連の法律を も改変す ると
い う改正案であ る。その最初の草案は既に8年 以上 も前に連邦議会に提出され
たのであるが,そ の必要性や内容について国内に異論が多か ったために何回 も
.修正が加え られ,去 年の春にはその第5回 目の修正案が上程 され審議されてい
て,通 過がほぼ確実 と見 られ る情勢であった。
この法案は非常事態発生時に政府にかな りの権限を容認す るものであるが,
それが8年 以上 もの期間にわた ってこね くり廻 されている間に,最 初に提出さ
れた頃の草案 とは全 く違 った ものにな り,あ る人たちにとっては,完 全に骨抜
きされた もの と思われた一 例えぽ 国防相 シュレーダ・一・-Schr6derはこれを
軟弱法案 として,一 般の反対者 とは違 った意味での反対か ら,最終採決に故意
に加わらなかった一 のであるが,一 般の人たちにとっては,非常事態発生時
における自分たちの自由やもろもろの権利 ・義務に関係があるもの として,重
大な関心事であ った。そして学生ばか りでな く,政治家や学者の間にも反対者
が多 く,政党では自由民主党FDPが 反対党であった。35年前の33年3月1国
民 と国家4)困窮を排除す るために 「zurBehebungderNotvonVolkund
Reich」とい う名分で出されたいわゆる特別授権法Erm泡htigungsgesetzが
ヒトラーによって,憲 法までをも越えた全権を委任 した形で悪用 され,そ の独
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裁制を完成 させ る原因となった ことのなまなましい記憶を持っている ドイツ人
に とっては,当 然のことであろ う。
この非常時特例法案が68年には最終審議の段階に来てお り,5月 末か6月 頃
には連邦議会を通過する見通 しとなっていた。これに反対する運動は早 くか ら
展開されていて,そ れを推進する母体 として,学 生を中心 として 「民主主義を
守 る委員会KuratoriumNotstandderDemokratie」とい うものが結成 され
ていた。だいたい民主主義 とは,各 人が直接にか間接にか議会に関与す るとい
うことに よって,各 人が国やその他の公共団体の政治に参加す る政治形態のこ
とであるが,そ のために大部分の者に与えられる政治参与の機会は,何 年かに
一度の選挙に(無 力な)一 票を投ず るとい うことだけである。抗議集会やデモ
行進や署名集めの方法はあっても,大 きな効果はほとん ど期待できない。 この
無力感 こそは,現 代人の誰 もの心を最 も痛めている苦悩である。 ドイツにおい
ては66年の12月にキ リス ト教民主同盟CDU/CSUと 社会民主党SPDと が連
立政権を作 り,SPDが 与党になった ことが,国 民の うちで社会主義政党に期
待をかけていた向きに大 きな失望感を与えた。この ことが拍車 となって,こ の
場合 も学生を中心 として,議 会外抵抗AusserparlamentarischeOpPosition
APO運 動が急速に盛んになった。前述の民守委 もこの ようなAPO運 動の一一
つである。
この民守委が,こ の緊急法の審議に抗議 し,そ の通過を阻止す るための一大
示威運動を計画 した。5月11日に ドイ ツ各地か ら,5～7万 のデモ隊をボ ソに
繰 り込 ませ ようとい うのである(SternmarschaufBonn)。この頃には各地
の大学で学生が授業放棄 して,緊 急法を論議 し,非 難する集会を開いて,ど の
大学 も騒然 としているし,街頭デモが行なわれて警官隊 との衝突が頻発 してい
たので,こ のSternmarschのな り行きは全国民か ら非常に懸念された。 しか
しこの懸念は幸いに して杷憂に終 った。参加老 の数は,主 催者側 の発表と警察




デ モ行進 におい て,警 備の責任者であ るノル トライ ン=ウ ェス トフ ァー レン州
内相 とボ ン市警視総 監が,群 衆 を刺激す る恐れのあ る一切 のことを細心に避 け
た ことであ る。 他の町か らの応援を求め て集 めた警察力は4,500人にのぼ った
と言われ るが,こ れ を人 も車 も完全に隠 して しまい,顕 わ にはわずかに数名の
制服警官だけを整理 のために駅 な どに配置L,ま た200名ほ どの白い上着 に白
い帽子の制服警官を デモ行進 隊に付 き添わせて歩 るかせただけ であ った。 ピス
トルは もち ろんの こと,警 棒 も誰一人に も持 たせなか った。騎馬隊 も警察犬隊
も準備 され ていて,一 時 ち らっと人 目に触れ た ことはあ ったそ うであ るが,こ
れ もデモ主催者 側か らの要請 で,引 っ込 まされた。 このデモには,ウ ル ブ リヒ
トの特別 の計 らいに よる特別 列車でた くさん の赤 旗を押 し立 てて意気込んでや
って来た西ベル リンの学生 もあ り,連 邦旗 を両側か らナチスのハ ーケ ンクロイ
ツ旗 で護 って行進 した連 中 もあ る とい う工合であ ったので,不 祥事の起 る可能
性 は十分 にあ った。従 って この時 の警察側の措 置は,群 衆心理を良 く理解 した
ものであ る と,高 く評価 され た。
興味あ る ことのい ま一つは,ド イツの労働者がAPOの 運動にそ っぽを向い
て,同 調 しなか った こ とで あ る。 ドイ ツ労働者総同盟DeutscherGewerk-
schaftsbundDGBも緊急法反対の立場 を取 っていて,こ の点SPDと は違 っ
ていた。 しか し学生側か ら再三 にわた りそ の反対の意志を ゼネス トに よって表
明す るよ う呼 びか け られたのであ るが,DGB指 導部は常に これ を拒否 し続け
た。5月11日 に もDGBは ボ ンではな くて,ド ル トムン トで抗 議集会を開い
てい る。 ち ょうどこの頃は フ ランスにおい ては,学 生 の始めたス トライキが労
働者 に伝染 し,や が ては労働者 が学生を振 り切 り自分たちだけで動 きは じめ,
それ が フランス全国をゆすぶ る社会不安 に まで発展 しよ うとしている時であ っ
た。 この間の事態 の推 移の相異 は,い ろんな点 での独仏両国の世 情,両 国民 の
心 情の相異 な どについて考 え させ るものであ った。
議会外抵抗は,故 意 に議会に 入 らないで,あ るいは不本意なが ら議会に入 い
れ ないで,議 会外 で行 なわれ る抵抗の ことであ って,こ れは必ず しも議会を否
定 す る反議会主義 では な く,議 会主義の立場 を取 るものであ ることもあ りうる。
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ところが ドゥチ ュケに影響 されたSDSの 言 うAPOは 反議会主義であ る。 ド
ゥチ ュケ に よれば,労 働組合 との共 同行動は労働組合が現存 体制の破壊を図 る
ものであ るときにのみ意味があ る。機構Apparatとい うものはそれが どんな
ものであ って も,自立 しようとす る傾向が あ り,革命 的大衆 との直接 の触れ合い
Kontaktを失な うものであ る。だか ら,新しい社会主義政党の よ うな ものを作
る ことは意味が ない のであ る。従 って労組 指導部が この ような思想に冷淡であ
るのは当然であろ う。「民守主義を守 る委員会」が このAPOの 運動の一つ で
あ った ことは前述 の通 りであ り,そ の委員長 を務めた シ ャ ウ エ ルHelmut
Schauerは63年～65年のSDSの 委員長であ ったのだが,そ の彼の指揮す るボ
ンへの大抗議行進 があの よ うに平和 な ものであ った とい うことはSDSが,ま
た ドイ ツの学生運動 が,こ の数年間に いか に急激に変化 したか を示 している。
この大 行進が平穏に終 った ことは幸 いであ った が,そ れ は所詮一つの シ ョー
に終 って,緊急法阻 止の効力は発揮 し得 なか った。 この ことは,国民 の大部分は
この法案の成立に反対 ではない ことを示 してい る,とも言え るであ ろ うが,また
平和的 ・合法的 なデモの効果 の限界 を示 してい る,と の見方 もあ る。 されば こ
そ ドイ ツの学生は その後,一 層激 しい反対運動 を,学内においてまた街頭 に,展
開 した。5月 中は多 くの大学 において正常な講義 が行なわれなか った。多数 の
赤 旗が大学構内の各所 になび き,講 義 が妨害 され,ボイ コッ トされ,反対討論会
やteach-inが盛 んに行 なわれ,バ リケー ドが築 かれ,建物が破壊 され,始業式
Immatrikulationsfeierがで きな くな った りした。 一 ・二 の具体的な 事件を
あげれば,フ ランクフル ト大学WolfgangvonGoetheUniversitat,Frank-
furtでは,5月27日 総長室 が学生 に占拠 され,校 門はバ リケ ーー ドで閉 され 大学
名はKarlMarxUniversitatと改称 された。4日 後に警察力で占拠学生が排
除 された。ベル リンの工業大 学では,毎 年1回,エ リザベス英 女王 のベル リン
訪問を記念す る記念講演会Oueen'sLectureが行なおれ るのであ るが,こ の
年の この講演会は会場に乱入 した学生 に よって妨害 されて しま った。学生た ち
は来賓一 その中には英国大使 もいた一 を含 めた全参会者に,非 常時特例法
に関す る討論 を強 い ようと した。総長は,学 生側が事前の打ち合わせで了解 に
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達 していた約束 まで破 って この挙 に出た ことを憤慨 し,ま た社会的責任 を も感
じて,辞 表 を出 して しまった。 この二つの例では,二 人 の総長 ともにふだん,
他の教授 たちや他 の大学 の総長たちに比 して,学 生 たちに極 めて理解 あ る態度
を示 していた人た ちであ った こ とは,皮 肉な こ とであ る。
5月30日,384対100の賛成多数で この非常時特 例法案は連邦議会 を通過 し
た。 ボ ン市では,一 部過激派の者 が大学 本館へ の諸通路 を閉鎖 しようとしたが
失敗 に帰 し,一 般学生 の激 しい非難 を受 けた。約千人 の学生,高 校生が沈黙 の
行進を行ない,その総括 で,SDSボ ン大学委員長は,運 動 の敗 北を認めざるを
得 なか ったWirhabeneineNiederlageerlitten.
今の学生運動には背後関係RadelsfUhrerがいない とい うことが特 徴だ と
いわれ るのであ るが,西 ドイ ツの非常時特例法運動には東独 が無関係ではなか
っただろ うことは,予想 に難 くない 。しか し先鋭なSDSの 運動は反体制Anti-
Establishment運動であ って,そ の体制 は,資 本主義的 で あろ うと,社 会主
義 的であろ うと,そ の他いかな る種 類の ものであろ うと同 じである。 この よ う
な直進的な運動が壁 一重向 う側で盛 んにな っては,誰 しも居心地 がわ る く,無
気味ungeheuerであ る。 自分た ちの青年に感 染す ることの心配 も大 きい。現
に東独ではAPOの 主張 と 行 き方 の 評価 につ いて,ド イ ツ社会 主 義 統 一 統
SozialistischeEinheitsparteiDeutschlandsSEDと自由 ドイツ 青 年 団
FreieDeutscheJugendFDJとの間 に意見が分れ,SEDは これを否定拒否
し・FDJは これを背走賛成 した といわれ る。 東独 のSEDは 西 ベル リ ン の
SEDに 一時APOと の共斗を許 したが,6月 に入 ってはAPOやSDSの 行
き方を児戯的革命 ごっこと非難 し,マ ル ク・-tiHerbertMarcuseやドゥチ、ユ
ケを も排 撃 した。8月21H,チ ェコ事件 に際 してま っ先に抗議デ モを行 ったの
は西 ベル リンのAPOの 連 中であ った。
5StudentenschaftderdeutschenUniversitat
以上は幾つかの学生騒動を手がか りとして ドイツの学生運動を見て来たので
あるが,こ れはいずれ も学生の政治的運動であ った。 しか し ドイツの学生運動
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がすぺ て政 治的性質の ものであ るわけではない。む しろ ドイ ツ学生運動家たち
の最大 の関心事は学内問題 であ り,大 学改革の問題であ るといわれ る。現に68
年3月 ミ=ン ヘ ンで行 なわれた全学連大会の討 議の5分 の4は 大学問題 で,残
り5分 の1だ けが政治問題grossePolitikに関連 していた といわれ る。
そ こで次に ドイ ツ大学 生の大学改革問題 との取 り組 み方を述べてみたい と思
うのであ るが,そ の前 にまず ドイ ツ大学 の学生会Studentenschaftの性格 と
組織を見てみたい。
ドイ ツの大学の学生会は種 々沿革が あ り,ま た州に よ り大学 に よる相違 もあ
るのであ るが,現 在の大学 の学生会 についてはベル リン自由大学の学生会組織
がひな型であ るといわれ てい るので,ま ず これ を見 てみ る。 日本の大学 の場合
とはだいぶ違 うことがわか る。
まず第一 に,この大学 の学生会は,学 則Satzungによって,総 長Rektor,
評議会Senat,各学部Fakulttitenおよび管理部Kuratoriumと並んで,
大学 の正式の機関Organと 規定 され,従 って学生会規約SatzungderStu-
dentenschaftは学則の一部であ ると明示 され てお り,大学 内でのその地位が公
的に明確に された,学生全員強制 加入 の団体 である。 この ことは,この学則制定
(48年)後に学則が改正 され または作成 された大学で も,ほ ぼ同 じであ ると思
われ る。州の大学法(ドイ ツの大学は全 部州立であ り,州 政府 の管轄 に属す る)
に も既に うたわれ,ま たは うたわれ るよ うにな る傾向にある。 この学生会は大
学のいろんな 委員会 に一 一評議会に2名,学 部代表会議には 当該学部学生1
名,管 理部 に1名,そ の他入学委員会Zulassungsausschuss,徴罰委員会
Disziplinarausschuss,苦情処理委員会Beschwerdeausschuss,学生厚生事
業Studentenwerkなどに数名一 議 決権を,あ るいは 審議権 だけを持 った代
表 を送 る。ベル リン大学では現行学則では まだ総長選 挙に学生は参加 していな
い。学生会は学生 の自治組織,学 生代表 の権利 ・義務等を規定す る規約 を作成
す る。 この規約は大学評議会 と市政府 の承認を得なければな らない。
学生会 はベル リン大学に登録immatrikulierenした全 学生 を もって構成 さ
れ,全 学 投票Urabstimmun9が学生会最高の決定機関であ る。その外 に全学
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投票 に よって代議員Abgeordneteが選 出され,こ の代議員が学生会議Kon-
vent,Studentenparlamentを構}賛す る。代議員の選挙権は全在籍学生が,被選
挙権は少 くとも1学 期以上在籍 の学生が持 ってい る。選挙 において総投 票数 の
10%以上得票 した者のみが 代議員た る資格を得 る。 お もしろいのは,前 回議員
の中か ら各学部1人 ずつ,全学投票外 のOB議 員Aeltesteを残 してお くこと
であ る。学 生会議が学 生会に関す る一切の ことについて決定 し,そ の実施を監
視 す る。 もちろん議長,副議 長,書記局が常 置され る。そ して会議は特別 の場合
の外 は公開で,また総長,前総長Prorektor,各学部長,管理部長Kuratorが議
決権は持たずに これ に参加で きる。以上の外に学部 ・科 の学生会について もそ
れぞれ規定 があ り,学 部代表会議Fakultatvertretungに代表を送 ってい る。
学生会の執行機関はAllgemeinerStudentenausschussAStAであ る。 こ
の委員長お よび副委員長は代議員の中か ら学生会議 が選 び,委 員長の提案 によ
って活動部局の数 とその担当委員 とを決め る。委員長は学生会の対外的代表者
で あ る。AStAは 全学投 票の決定に よ り,新 学生会議の成立 によ り,あるいは
学生会議 の不信任決議 に よって退陣す る。 また委員長が辞職する時は,副 委員
長以外 の委 員は退陣す る。
学生会 の経 費は,各 学生 が毎学期の始めに聴講手続Immatrikulationと同
時 に大学 の会計課に収め る学生厚生分担金Wohlfahrtsbeit.rage-一一大学}こよ
って異 な るが,ベ ル リン大学では61.75マル ク一 一の中に,学 生 自治会 費 とし
て包含 され てい る9.5一τル ク一ー 年額 で は19マル クー を もって あて られ る。
学 生会 の予算案は大学 の管理部 の承認が必要であ り,ベ ル リン市会 計検査院 は
学生会 の経理執 行状 況を監査す ることがで きる。'
以上 はベル リン自由大学の学生 自治会 の構成 の大略であ るが,これは まず,ほ
とん どすべての西独 の大学 につい て大 同小異の ことと思 っていい よ うであ る。
西独大学総 長会議WestdeutscheRektorenkonferenzはしば しば,学 生
に大学の 自治Selbstverwaltungに関与 させ るこ と,特 に学生 に関す る事項
studentischeAngelegenheltenとい う言葉をで きるだけ広い意味 に解釈 して,
そ の審議に学生を参 加 させ ること,学 生の大学 自治への参加を学則 にだけ でな
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く州の大学 法に まで明記 して法的効力を持 たせ るこ と,ま だ これ がで きてい な
い大学 にお いてもこの精神で大学運営をす るこ と,な どを勧告 してい る。
ドイ ツ全 国の大学 生 自治会 の上部 機構Dachorganとして ドイ ツ学生 自治会
連 合VerbanddeutscherStudentenschaftenVDSとい うのがあ る。 これは
大学 の学生会単位で任意加盟す る団体で あるが,実 際 には学 生に関す る諸問題
に意欲的に取 り組み,大 学 自治への学生参加 の問題等につい て も明確な見解 を
持ち,さ きの総長会議な どとも絶えず接触 して意見交換 を行 なっていて,重 要
視 されてい る団体 であ る。従来は,先 鋭 的な政 治活動 よ りはむ しろ,大 学改革
問題について比較的地味 な活動を していた。
派手な政 治活動で世 界にその名の高いSDSは 上記の学生 自治会その もので
は ない。 日本 の大学 と同様に,ド イツの大学に も学生 の組織す る 幾 つ もの団
体(部)Verbindungen,Vereigungenがある。 大学 内で活動す る部 を結成 し
よ うとす る ものは,規 約 ・発起人 ・部員数 等を添 えて学生 会議 と大学 評議会に
申 し出で,そ の承認 を得 なければな らない。 これ ら公認団体 の得 る特 典は,学
内に掲示 板を持 ち得 る こと,教 室 ・講堂 を大学 の授 業に支障 を来 さない限 り無
料 で利 用で きること,希 望に よ り大学便 覧に掲載 され る こと,な どであ る。会
計 ・部 員数報告,規 約変更の届出 な どが義務化 され る。部長 の定めはない。68
年冬学期のベル リン大学便覧には67団体 が記載 され てい る。
これ らの うちには趣 味的な もの,研究的 な もの,体育や親 睦を 目的 とす るもの
等,種 々様 々な ものが あ るが,また,政 治的 なものあ るいは政 治的色彩 の濃い も






68年4月27H付のDieWelt紙 に よると,約30万の ドイツ学生の うちで政
治色の濃 い団体に加入 してい る学生は約396で,そ れに対 して普通団体 に入 っ
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て いる者が約15%,従って80%以上の学生はなにらの団体にも加入 していない
という。その3%の 政治ずいたpolitisierte学生の うちではSDSに 属する
2,500人が最 も多 く,それにSHBの1,500人,RCDSの約1,000人が続き,
その他の者は会員数千名をは るかに割 った幾つもの団体に分散所属 していると
い う。 もちろん普通団体が全 く政治に関心を持たないとい うわけではなく,ま
た二重 ・三重の団体加入者もあるであらうから,余 りに戴然 と区別することは
当を得ないことである。
この うちSDSは46年,ド イツ社会民主党SPDに 近い学生に よって結成さ
た。SPDの 下部組織 とい う名 目ではないが,財 政的にも,ま たその他の面に
おいてもSPDか ら援助を受け,こ れ と緊密な関係にあ った。それが58年頃か
らSDS内 部に左への地すべ りの傾向があ らわれ,そ の主張が次第にラジカル
になって行き,SPDの政策を激 しく批判す るようになっていった。 しか し同時
にSDS内 にはこの左傾 ・過激化に抗する勢力もあって,分 裂の様相を呈 して
きた。それが60年夏,新 たにSPDに 近い学生の団体 としてのSHBが 結成 さ
れ る結果 とな り,SDSはSPDとの関係が完全に絶たれ,財 政的援助 も得 られ
な くなった。この時か ら心のかせのな くなったSDSは,過 激化の一路をたど
ることになる。RCDSは 文字上の外見か らも想像が つ くように,西 独の政権
永久担当政党の観のあるCDU/CSUの学生班 とも言 うべ き団体である。
以上のような諸団体は学則にいう学生会そのものでないことは 自明のことで
あるが,学 生会の執行部AStAを 誰が握 るか,ど の団体が執行部の主流にな
るかによって,そ の大学の学生会の性格 と活動形態が決 って くることは,日 本
の大学の場合と同様である。現在(と い うのは正確には去年の夏ごろまでの こ
とであるが,今 も大 きな相異はないように思われ る)は,学 生運動の活発な大
部分の大学では,SDSが 執行部を取っている。従 ってまたその ようなAStA
で構成されているVDSに ついても,同様のことが言われ る。
SDSは 始めの うちは自分たちに身近な大学改革の 問題に 目を向けていたの
であるが,そ れが次第に大学外の政治問題にも関心を示す ようにな り,や がて
その関心の重点がこの方向に移行し,最近では専 ら政治問題,先 鋭的な社会改
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革・ とい うよりはむ しろ革命主義に熱狂 しているとい う状況になってきている。
社会党か ら絶縁を くった頃のSDSは まだ,大 学の民主化 とか学生寮 ・奨学金
な どの問題 東独青年団FDJと の接触 ・意見交換な どを中心問題 としていた。
それがやがて西独におけ る前述の非常時特 例法に対する反対,共 産党禁止令撤
廃要求等の運動へ と進み,や がてベ トナム戦争が始まるや,反 アメ リカ,反 ベ
トナム戦運動の担い手 となった。中国大文化革命が始 まってか らは,こ れを永
久革命の現れであ りまた模範であるとして,彼 ら自身の運動 も革命を 目標 とす
る,非 合法を こそ肯定す る,過 激な行動主義へ と突進 して行 った。いわゆる新
左翼NeueLinkeの中心勢力 となっていった。
このSDSの 本部は フランクフル トにあるが,現 在では理論において もまた
行動において も,ベ ル リンが中心 になっている。それは資本主義 と社会主義 ・
共産主義 との接触点 とい うベル リン独特の立地関係にもよることであろ う。敗
戦直後に,何はおいても大学をと,戦場か ら戻 った学生たちは,見 ただけで気の
遠 くなるような魔境の山を取 り片付けて,も とのベル リン大学を再開 したので
あった。 しか しその大学はた またま占領 ソ連軍の軍政地区にあったために,学
生 たちは直ちに甚だ しい不 自由 ・圧迫を感ずるようにな った。その不 自由 ・圧
迫が遂に耐えがたいもの と思われ てきた時,この学生たちの不満が新 しい,もっ
と自由な大学の建設をと願 う動 きに変 り,そ の熱意が米英仏三国軍占領地区の
人 々と軍政当局 とを動か し,西ドイ ツの人士 の同情 を呼び,東西両 ドイ ツや世界
の学者の協力を得て,48年21月,ベリル ン自由大学の開設 となった。ところがそ
の後20年,政治 ・経済 ・社会情勢の急激な変化は,学生の物を見る目や考え方を
大き く変えた。新時代に適応 した大学をと念願 して開設 されたはずであ るのに,
実際には,旧 態依然た る老令固化 した体質の,他 の大学 と何 ら異な るところの
ない大学に しかな っていない。 自由 といい民主的 とい っても所詮は,寛 大 さの
仮面を被 って抑圧 と搾取 とを目的 とす る体制社会の一部分であ り,その代弁者,
報仕者にす ぎないでは ないか,つとの批判が生 まれ てきた。 自分たちがせ っか く
奔走努力 して作 った大学だのに,こ んなものにな ってしまって,と い う傷け ら
れた 自負心 の怒 りが 白山大学の学生にはある。 この傷けられた自負心の怒 りが,
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ドイ ツの他 の どの大学 において よ りもベル リン大学 において烈 しい学生運動を
起 させ てい るのだ とい うことを この大学のAStAで 活躍 した ことが あるとい
う青年か ら聞いた こ とであ る。
ベル リンのSDSの 理論家 であ り,運 動の推進者で もあ ったのは ドゥチュケ
であ った し,ラベ・一ルRabehi,ルフェーブルLefbvreであ る。 この人たちは,
会議や集会を開いて議論や討 論を した り,届 出で デモを行 った りす ることは全
く無意味 な ことであ って,む しろ攻撃行動Offensivaktionenを展 開 して,そ
れ に よってます ます広 い国民層を味方に引 き入れ るべ きであ る,と い う。その
場合に,民 主 主義だ とか法治国家だ とかの規範 ・規準は意識的に侵犯す る。大
学は近代市街 ゲ リラ戦 の革命的闘士 のた めの比較的安全な退避基地Basis,砦
Bastionの役を果す ものであ る。無届デ モ,官 憲Obrigkeit排発,議 壇 ・演
壇 や会議 ・集会場 の奪取 ・占拠,交 通妨害,講 義妨害等は,操 縦 された人間
manipulierteMenschenを一度は震え上 らせ,つ いで この行動に参加 し,そ
の体験 を通 じて反体制陣営 に加わ るよ うに仕向け るところの道であ る,と い う。
しか しこの闘争方法は,計 算通 りの効果を現わ してはいない。操縦 された人
聞であるか ど うかは別 に して,ま た,震 え上 ってであ るか どうかは分 らないが,
学 生 の間 に もSDSに 憤慨す る者 が出 てきた。 幾つかの大学 では学生会執行
部改選でSDSの 力が後退 し,幾 つか の大学 では全学投票や学生会議がVDS
か らの脱退を決 め,ま た幾つか の大学 では校 舎の プロッケー ドとか ス トライキ
とかは全学投 票に よって決 め るべ きであ る,と い う声 が挙 って きてい る。
SDSの 過 激な行動 に業を煮や した学生 の うちか ら,ま ず チ ュー ビン大学 の
学 生3人 が,AStAには,直接 には学生問題でない・一般 政治問題 につ いて,全学
生を代表 し全学 生の名において,多 分に疑問の余地 あ る行動 を とった り声 明文
や要求書を出 した りす る権 利があ るか,と い う問題 を提起 した。 この問題提起
に対 して大学総長は,学内の平穏 を考えて,確答を回避 した。そ こで この3人 は
その判定 を地方裁判所 に持 ち込 んだ。 この結果裁判所 は,強 制加入 団体であ る
学 生会 の執 行部は,学生 とは直接関係のない ような一般政治問題については,代
表権politischesMandatを持たない として,提 訴3学 生の主張を認めた。
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これはもちろん,SDSが素直に受け入れ るような判定でないことは明かである。
彼 らは彼 ら一流の新 しい科学観neuerWissenschaftsbegriffを振 りかざしで
反論する:一 科学の政治化 とい うことと大学の民主化 とい うこととは同義で
ある。従 ってベ トナムも,東独DDRLの承認 も,その他一切のことが大学に関連
があ りhochschulbezogen,大学的政治問題hochschulpolitischであると。
これ と同様の問題提起はチュービンゲン以外の大学で も起 っているが,SDS
に属するAStAの 上記の ような高び しゃな態度に,自 分たちの勝訴が何の効
果 もないのを見た3人 の学生は,自 分たちが学校会計に納めている学生厚生分
担金の うち,学 生会活動に廻され る9マ ルクだけは納入 しない よう,一般学生
に働 らきかける運動をおこした。
AStAの政治的代表権については,実際には肯定 ・否定の論が分れているが,
学生会費不納運動は多 くの大学に広が りつつある。ベル リンでは,9つ の学生
団体(会員学生数450人)が一致 して,68年冬学期の聴講手続 きの際に,学生会費
9.5マル クの納入を拒否 した。 これは既述のように学生厚生分担金61,75マル
クの中に含 まれていて,従来は,この全額を納入 しては じめてその学期の聴講手
続 きが済 まされ ることにな っていた。処置に窮 した大学側は,学 生会費納入を
拒否す る学生には,何 分の決定あるまで仮 りに学生会費抜きで聴講手続 きを受
理す ることに して,是 非の判断をベル リン市行政裁判所に委ねた。その結果は
昨年の8月7日,同 裁判所の,大学側は学生の聴講(入学)希望の許可不許可を・
その学生が学生会費を納入するか否かに よって決めてはいけない,と い う判決
となった。その時までに約1,000名の学生が学生会費の納入を拒否 してお り,
受付けの締切 りまでに,15,000名の学生の うち30%ぐらい しか学生会費を納め
ないのではないか との予想がなされていた。そ してこれが また,大 学 と学生会
との間の新 しい紛争のもとになるのではないか と憂慮されていた。事実ベル リ
ン大学の学生会は,学生が学生会費を納めなければ,大学 自身が学生会経費を支
弁すべきであると言 ってお り,また学則施行細則の規定に も,自治会活動に必要




検討を始めて,VDSを怒 らせた ような事情 もあ り,ドイツ大学の学生会の一枚
岩的構造に亀裂の兆が見えるとい うことができる。 しかしまた一方には,比 較
的穏健なRCDSやSHBが,そ の思想においても行動においても次第に過激
になって行 く,また彼 らの穏健な思想や行動は学生大衆を吸引し動か してゆ く
魅力に欠けるらしい,とい う注意すべ き事態 も見 られる。RCDSとCDU/CSU
との間の関係は続いてはいるものの,党 の中 ・老年層 と学生 との間にはかな り
緊迫 した空気が流れ,時 には断絶寸前にまで行 くこともあるといわれ,ま た
SHBも今ではSPDに よりもSDSに 遙かに近い といわれている。
6MitsprachederStudenten
さきにも述べたように,ド イツの学生が一般政治問題にだけ関心を奪われて
いるわけではない。 ドイツの大学 も日本の大学 と同 じように大改革を必要 とす
るらしく,この改革に学生 も大 きな関心を寄せている。州により,大学の種類
に より,また個々の大学や学部 ・科に よっても問題の性質は異なっていて多種
多様であるが,こ の問題を意識 し,改革の必要を認めてはいても,それを実行
することには学校関係者 も政治家 も(ド イツでは教育権Erziehungshoheitは
州政府に属 し,大学 と州政府 との関係は日本以上に緊密である)怠慢である。
学生からの突き上げやデモやがなければ,な かなかみ こしを挙げない。 「ほん
のわずかなことを達成するのに,歴 史は,途 方 もない事件を起し,不 似合いな
騒 ぎをしなければならないものだゴとは史家ヤーコプ ・ブル クハル トの言葉で
あるが,し てみると,ド イツ人はプルクハル ト以後 も余 り利 口にはな っていな
い ようである。学生がおとなしいと何 もしない。真剣に耳を傾けない。そ して
学生が乱暴になると,彼 らの行過 ぎだ,本 分に反すると非難する。しか し自分
の側にも非があるから,自信がなく,結局は押 されてしま う。そして,暴 力に




にはな っていない。去年 の 日本では,ここ数年間 とは違 って,大学 紛争は主 して
国 ・公 立大学 で燃 え広が った のであるが,そ の うちで東大の紛争がその原因 ・
性格におい て,ド イ ツの大学 の紛争に似てい るよ うに思われ る。教授 の権 限が
大 きす ぎること,学部や教授会 の閉鎖性,教授人事Berufungの不 明朗 さ,学部
・科 ・講座 ・研究所等構成 の非現代性等 々。 これ ら諸問題 はつ とに関係者に よ
って気付かれ,その改革の意欲が示 され,改革案 もい ろいろ出 され てはい る。学
術会議Wissenschaftsrat,西独大学総長会議,西 独各州文相会議 な ども数多
くの勧告を出 し,州政府は大学法Hochschulgesetsの,大学 は学則 の改定に取
り組み,既 に これを終 えた ところ もある。そ して この改定 された法律や学則が,
または提示 されたその草案が,学 生 か らひ どく批判 された り,反 嬢をか った り
してい るところ もあ る。例えば ヘ ッセ ソ州は60年に大学 法の改正に着手 し,66
年5月 に改正法 を実施 したので あるが一 お茶 の水大学の森隆夫助教授は,こ
の改正審議の会議 の一場面に同席 された こ とがあ る とい うこ とを,.3月18日の
夕刊紙に追憶談 として書 いてお られた_こ の大学法にわずか2年 後の去年
か らまた,改 正 のための検討が加 え られ ているほ どである。
しか し学生 の側か らも,特 にSDS,VDS,RCDSなど組織 の明確 な団体か ら,
傾聴 に値 いす る改正案提起が なされ,こ れが大学 や州側の討議 の資料 とされ,
またその筋 の責任者 とこれ ら学生側代表者 との会 談や意見交換 も行 なわれてい
る。大体 ドイ ツのギ ムナジウムは9年 制 であ るか ら,順 調 にゆけぽ19才で これ
を卒業す るわけであ るが,生 徒がAbitur,Reifezeugnisを獲得で きる平均年
令は21才ぐらいであ る といわれ る。 また大学 の大 低の学部 の最 低修学年限は8
ゼ ミスター(4年)で あ るが,大 学生の平均修学年数は11～12ゼメス ター(5.5
～6年)だ といわれ る。従 って ドイツの学 生の平均年令は24才以上であ って,
彼 らは も う成人 として,良 い知恵 ・分別 を持 ってい る と言 え る。 その結果が,
上記の ような ことにな るのであろ う。
大学の改革・ これを ドイ ツの学生 も大学の民 主化Demokratisierungder
Hochschuleと呼んでいるが,そ の道 として彼 らは学生参加Mitspracheを要
求 し,叫んでいる。大体 ドイ ツでは フ ンボル ト以来,大 学 の理念 の中 に 「教授者
一71一
と勉学者 との一体性EinheitderLehreqdenundLernenden」とい うこと
があ る。 これ は教授 と学生 との共 同体universitasmagistorumetschola-
riumとい う,中 世紀大学 草創期か らの大学理念を受け継 いだ ものであ ろ うが,
フンボル トの場合には,学 生は単に教 え られ る者の立場 にだけ あ るのではな く
て,彼 は教授 と共 に真理 の探究に携わ る研究者で もあ り,従 って教授 と仲間 で
ある,と い う意味が あ った。 ドイ ツの大学教授 が 自分の学生にKommilitone
(n)と呼 びか け るの も,こ の よ うな気持を表わ してい る。 だか ら ドイ ツの大学
では もとも と,学 生は大 学構成 の重要な一一員である とい う考 えがあ り,従 って
ドイ ツの大学 に とっては,学 生が大学 自治への関与 を要求す る声 をあげ て も,
なに も耳に新 しい ζ とではない。現に,既 に述 べた ように,多 くの大学 で これ
が正式 に認め られてい るのであ る。
しか し,現在彼 ら学生 に認 め られ てい る,あるいは草案におい て認め られ よう
としてい る大学 自治への参加 は余 りに も微少 で,ま るで 申わけ程度 の域 を出て
い ない,と彼 らは考 える。大学の各種 委員会に代表 を送 る と言 って も,その数 は
2名 か1名 であ り,その代表 も拘束 力を持た ない審議権beratendeStimmeは
持 っていて も,決 議権Stimmrechtは持たなか った り,これ を持 つに して も,
学生 に関係 のあ る事が らstudentischeAngelegenheitenの審議 に際 して,と
い うよ うな限界の不明確 な制限がつけ られていた りで,学 生は これには不満足
だ とい うわけであ る。
ADrittelparitat(Dreierparitat)
そ こで学生 たちは,大 学 の諸機 関におけ る 自分たちの比重を もっ と重 くす る
こ とを主張す るので あるが,そ れに もそれ を主 張す る学生 や団体 の性格に よっ
ていろい ろの相 異がある・その中で,ハ ンブル ク大学 のAStAが67年7月 に
出 した三者同権Dreierparitatの要求は,そ れが良 くま とま って 具体的 な も
のであ り.,従って賛成者 もあるが また反対意見 も多 くて世論を 沸かせた とい う
意味で,重 要 であ る。
例 えばベル リン大 学の現行学則 では,評 議会は総 長,前 総 長(副 総長),各
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学部長,各学部 か ら1名 ずつ選 ばれた教授 ・助教授 または講 師,お よび学 生会代
表2名 か ら成 る。学部代表会議は学部正教授全員,助 教授代表3名,講 師代表
1名,学 生代表1名 を もって構成 され る。総長選挙 には学生 は参加で きない。
その他 の大学 で もほ とん ど大同小異であ ると思 って良いのであ ろ う。特 に教 員
人事につい ては,学 生は まだ参加権を もっていない。
それ に対 して前述 のハ ンブル ク大学AStAが 出 した要 求は,大学の決定権 を
持 ったあ らゆ る委員会 に,他 の委員 と全 く同等の権利 を持 った3分 の1の 数の
学生委員を参加 させ よ,とい う。この場合に残 りの3分 の2の うちの半分は教授
団Ordinarien,Professorenschaftから,残りの半分は講師団1〕ozentenschaft
か ら選 出 され る。教 授 とは従来 の教授 ・助 教授で,1つ の講座 または研究所 を
持 って,そ の責に あた る教官であ り,講 師団には講師 ・助手その他各種性格 の
教員,い わ ゆ る中間層Mittelbauの教員が属す る。
大学 の委員会 に学生が参加す る場 合にその参加の仕 方には,1.学 校行政,
管理 ・経理,人 事問題以外の学 生に直接関係あ る問題 に関 してのみ とか,2.
人事以外 の全問題 につい て,と か と限定す る ことも考 え られ るが,こ こでは学
生 は これ ら一切の制限を排除 して,大 学の問題 は全部 自分 ら も参加 して決定す
るこ とi要求 してい る。
例 えば大学 の最高決議機関を 大評議会grosserSenatとして,そ れは教
授40名,講 師40名,学 生40名で構成 され,委 員の間か ら総長1人 と 議長1人
(いずれ も教授 ・講師等教官側 か らとは限定 していない)を 選 出す る。総長に
選 出 された者 は決議権 を失な う,と してい る。
小 評議会kleinerSenatは総長 の諮問に応 じ,ま たその業務執行を補佐 し,
教授,講 師,学 生各3名 の代表 で構成 され る。 その他の諸委 員会 も同様に構成
され る。 しか し特別 な学 生委 員会spezielleStudentenkommissionenは学生
会 と教員団Lehrkbrperからそれぞれ半数,そ して食堂Mensa,寮Studen-
tenheime等々純 粋 に学 生 自治 の事 項 に 関 す る委 員会 は学 生だけで構成 され る・
とす る。
以上は68年VDSが 出 した 「大学 の民主化DemokratisierungderUnive「一
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sitat」とい うパ ソフ レヅ トの概要 であ るが,こ れが今 で もSDSやVDSの 考
え方であ るか ど うかは分 らない。 また どの程度 の学生が この よ うに考 えてい る
か も分 らない・ なかには5分 の1同 権FUnftelparittitを言 ってい る者 もあ る。
しか しいずれに して もこの よ うに学生 と教授(員)と 同権 で各種委員会 を構成
す る とい う考え方は,教 授や一般 世間 を驚かす ものであ る と同時に,ひ ど く反
擦 を呼 ぶ ものであ る ことは想像 に難 くない。反対 の根拠 として挙げ られ ること
は,こ れ も容易に想像のつ くご とく,学 生は これか ら学校 で科 学的知識 ・技能
wissenschaftlicheQualifikationを習得す ぺ き身分 であ って,職 業的経 験 も
人生体験 も不足 してい る。 また大学に属す る期間は短 い し,ま して大学 の機関
に委員 として関与す る期 間は もっと短 かい。 また学生は,大 学 の他 の構 成 員の
よ うには責任を負わない し,負 え もしない,と い った よ うな ことで ある。 ミュ
ンヘ ン大学 では,非 公 式ではあ るが,新 しい学則 を研究す るため に教授,助 手,
学 生の三者 か らな る研究会がで きていて,そ れが去年 の5月,一 つ の基本構想
を発表 した。 それに よると,学 生 は大評議会に6分 の1の 委員を送 り,こ の委
員は総 長選挙 に も参加す るよ うにな っている。 また学部や科 の委 員会 に も代表
を送 るが,教 員 の人事 に関す る審議には参加 しない。
これを要す るに,いろんな面において学生 の参加 を認め,意見を聞 くのが適 当
であ る とい うことは大勢 とな って きてい るが,そ れは学 生 の地位能力 に応 じた
参加funktionsgerechteMitspracheであ るべ き あ る,とい うのが現在 での
大方 の意見であ ろ う。総長選挙 には い くつか の大学 で学生を も参加 させ てい る。
BOtto-Suhr-Institut
前に も述べた ように,学 生 の この三者 同権参加 の考え方 に賛成 の大学関 係者
もた くさんあ る。 ナ ッ ト・ズール研究所 の 多 くの 教官 たち もそ うい う人 たち
に属す る。 この研究所は もとの ドイ ツ政 治大学DeutscheHochschulefUr
Politikが戦後 にOtto-Suhr-lnstitutfUrpolitischeWissenschaftとし
て ベル リン自由大学 に編入 された もので,政 治学研究所 としては ドイ ツで最大
規模 の,他 の学部 とは独立の機関であ る。 去年 この研究所は,研 究所 に所 属す
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る全教官,全 職 員,全 学生Institutsmitgliederを構成員 とす る研究所総会
Institutsvollversammlungを数 回にわた って開 き,長 時間にお よぶ活発 な討
論 もあ った後,6月13日,前 記三者 同権 主義をほぼ完全に認 めた,お お よそ次
の よ うな内容 の研究所 規程案 を作成 した一
1研 究 所構成員(規 程案§3)
a)講 座担 当教 官Lehrstuhlinhaber全員,b)講 師全 員c)助 手
全 員d)現 業 員,職 員全 員(Arbeiter,Angestellten・Beamte)
e)研 究所在籍 全学 生




(1)による研究所構成 員全 員に よる会議 であ り,各 学期少 な くとも2回
評議会議 長に よって招集 され る。その外に,a)評 議会 員の過半数,ま
たはb)1の 各群 の申の2以 上 の群のそれ ぞれ30%以上の構成員,ま




a)政 治学講座担 当教 官(Ia),b)こ れ と同数 の学生(Ie)代 表
c)こ れ と同数 の,助 手,講 師,職 員か ら3:2:1の 割合で選 出さ
れた代表 。
b),c)への候補者及 びa)の 教官は総会 に 自己紹介 のあい さつ をす
る。学 生代表 は3日 間にわた る秘 密投票で選 ばれ る。
B任 務
はなかんず くa)授 業計画,予 算案等 の作成,b)科(V)か ら出 さ
れ人事 案の審議,講 座担 当者 よ り下の段階 の,研 究所権限に属す る人
事関係事項の決定,新 採 用応募者 の中か ら 招 聰者名簿Berufungs-
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研究所 は幾つ かの科Facheinheitenに分け られ,科 毎 に委員会Fack一
kommissionがおか れ る。科 委員会 はa)そ の科 の講座担 当教官(Ia),
b)それ と同数 の講 師,助手代表(Ib),c)同 数 の学生 代表(1,e),お
よびd)一 名の職員代表(Id)を もつ℃構成され る。科委員会は教




a)講 座担 当教官2名b)講i師1名,c>1「 助 手1名,d)職 員代表





求があった時,面 接投票が行なわれ る。 直接投票に問われ る問題はJa
また:Neinで答 え られ る"もので なけれ ば な らない。
1の5つ の区分構成員が区分毎に投票 し,そ れによ り,3以 上の区分で
過半数に達 し,か つ,全 構成員の過半数に達 した賛 または否の結果は評
、
議会を拘束す る。
この ような内容の規定が+般 か らは大 きな疑問 と危惧 とを もって迎え られ る
で あろ うとい うこ とは,最 初か ら明 白であ った。学 生参 加その ものに,ま して
や人事に まで学生が参加す ることに対 して,反 対の空気は強い。諸会議が原則
的に公開であるごとに対す る疑問 も大 きい。人事がイデオロギーで左右され,
従 って教育,研 究の自由がな くなるとの心配 も持たれ る等 々である。
しか しまた,大学 が改革 を必要 と してい るreformreif・こ とは事実 であ り,教
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授は絶対的な権威 ・権限を持つ といった ような古い考え方 ・制度Ordinarien■
prinzipは脱却すべ きである。極端な学生の要求に対応す るために も,ま た大
学は 自ら改革す る能力を失 った,持 たない とい う世間の批判に こたえるために
も,こ れ ぐらいの改革案を実験的にで も試みてみることは必要である,と い う
意見 も多か った。オ ット・ズール研究所の教授たちは,こ ういう考え方か らこ
の案の作成にあた ったのであ り,ベル リン市参事会 もこれを好意的に見守 っで,
いずれ 自分たちの審議にその案が廻 ってくるのを待っていた。
しかしその前にこの案が大学評議に廻 って,そ こで審議 された結果は,6月
28日に,承 認す るにぼまだ不適当であるnichtverabschiedungsreifとい う
理 由で,こ れを再検討す るようにと研究所に差戻された。これを受けた研究所
側は,研 究所総会を開催 して討論 した。そ してその票決の結果,200対196と
い う僅少差で,原 案を再び評議会に提出す ることを決めた。 これを受けた評議
会は,7月9日,14対1,白 票4で この案を再び拒否 した。68年後期用大学便
覧が正 しければ,評 議員は20名であ り,そ の中の2名 は学生である。 また普通
には議長は投票には加わ らないであろ うか ら,こ の票決結果 には,か な り興味
深 いものが含まれているといえるであろ う。
この二度の拒否の後には,こ れを遺憾 とす る意見が多 く,殊にこの研究所 の
関係者たちは決 して左傾 とか右傾 といったような人たちではな く,その人たち
の忍耐強い努力によって,極 めて中庸を得た案ができたのであるか ら,大 学は
これによって少 くとも実験を してみ るべきだ った,大 学はついに,自 力での改
革能力は持たないことを立証 した,と す る論 も多 くあった。若手教官の うちに
は,こ の研究所は自由大学か ら離れて,新 しい大学建設のための核 となるべき
だ,と いきま く者 さえあ り,所長外二人の教授は辞表を出 した。
ベル リン大学は昨年前半は全 く騒 々しく多事であ ったのだが,殊 に7月10日,
このオッ ト・ズール研究所問題をきっかけ として起 った騒 ぎは大変であ った ら
しい。10日の昼 ごろか ら数百人の学生が総長事務局建物に押 しかけて侵入 し,
これを占拠 して,お びただ しい数の器物を破壊する等暴力を働 らいた。その 日
の中に警察が出動 して学生を排除 したけれ ども,そ め狼籍たるや実に物凄いも
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のであ った とい う。その乱暴 の先頭 に立 った のはSDSに 属 し,ベ ル リン大学
AStAの委員長 で もあ る勇 ま しい女子学生であ るった。 しか しSDSが 果 して
このオ ッ ト・ズール研究所 の,い かに進歩的 であ る とはいえ所詮は現体 制 との
妥協の産物に しかす ぎない この規程案 に,本気で意義 を認めていたか ど うかは,
疑わ しい。 ドゥチ ュケやそ の仲 間の者か らさえ,そ の余 りに も無意味 な乱暴 の
故に疎遠 された といわれ る連中Kommunardeが 何 を考え ていたか は,推 測
の外 であ る。。AStAと の話合いを何度 も呼 びか けたが,現 委員長 の女子学生
は一度 もそれ に乗 ってこなか った,以 前の学生代表 とは もっと交渉 しやすか っ
.た,意 見の食 い違 いはあ ったが,話 合いで妥協点 も見 つか った ものだのに……
これはその後に総長 ハル ン トEwaldHarndt教授 が新 聞に語 った恨み言であ
る。
7ガ ウンの下 に臭 う千年 の古 カ ビ
ドイ ツの 学 生 と 日本 の 学 生 と,身 な り服 装 か ら態 度 と,実 に 良 く似 て い る。
長 い 髪 に ぶ し ょ うひ げ,よ れ よれ の 作 業 衣 の よ うな 服 に ズ ッ ク靴,人 だ け を ざ
っ と 一 瞥 した だ け で は,日 本 の 大 学 に い る よ うな 気 に な る ぐ ら い で あ る 。 デ
モ に プ ラ カi・…一ドに 赤 旗 に パ リケt-一ード。Go-in,Sit-in,Sleep-in,Teach-in,
Smoke-in。
Smoke-inと い うの は ア メ リカ で も通 用 す る 言 葉 な の か ど うか は 知 ら な い
が,ド イ ツで は ギ ム ナ ジ ウ ム の 生 徒 の 間 で み られ る 現 象 だ と い う。 喫 煙 を 禁 じ
られ て い る高 校 生 が,み ん な で ど こか へ 集 っ て,示 威 的 に タ バ コを の む こ と で
あ る。 日本 で も去 年 ご ろ か ら学 生 運 動 が 高 校 生 の 間 に ま で 伝 染 して 行 き,今 年
の 卒 業 期 に は そ の 荒 れ 方 が ひ ど くな って,世 間 を 驚 か せ た の で あ るが ,ド イ ツ
の 高 校 で も同 様 な 事 態 が あ る。 ドイ ツ各 地 に ,特 に 近 くに 大 学 の あ る町 で,学
校 単 位 に あ る い は 町 単 位 に,unabhangigesozialistischeSchUlergemein-
schaftとか ・unabhtingigeSchUlervertretungとかArbeitsgemeinschaft
demokratischerSchUlerとか,そ の 弛 い ろ い ろ な 似 た よ うな 名 称 の 高 校 生
団 体 が 生 まれ た 。 これ ら もろ も ろ の 団 体 が 一 昨67年6月,フ ラ ン ク フル トに 会
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合 して 自主社 会主義 高校生連盟Aktionszentrumunabhangigerundso--
zialistischerSchitlerAUSSを結成 したが,その時 に集 った団体は29であ った
のが,昨 年5月 には36団体,会 員3,000名に まで老躾 していた とい う。 この
AUSSに 集 ま った生徒や生徒団体 は どち らか と言えばSDSの 影響の大 きい連
中であ るが,こ の外 に もいろいろな政 治的意識の高い生徒の団体が あ って,そ
のいずれ もがそれ ぞれ に学校 の民主化DemokratisierungderSchuleを叫
んでGo-in,Sit-in,Teach-inをや り,校則を犯 して ビラ配 りをや り,Smoke-in
をや る。 その場 合にAUSSに 集 まる連 中は革命的改革Revolutionierungを
叫 び,他の生徒 たちは漸進 的改革Evolutionをとなえ るので あるが,学校問題
に 関す る限 り,AUSSは全高校生 の4分 の1を 味方 にす る影響 力を持 ってい る
であろ うといわれ ている。
それ も,禁 煙はけ しか らん とか,耳 飾 りや ミ干 ・ス カー トが何故わ るいか と
かい うよ うな ことではな くて,上 級 生監視 を廃 止 して,学 校内での学校批判を
自由にす ること,学 校への 出席を 自由に して,生 徒 の 自主責任に よる勉強 を奨
励す ること,並 列 クラスの授業に出席 す ることに よって,自 分に好意 を持 たな
い先生 を避け ることがで きること,処 分に異議 申立 てがで きるための,教 師 と
生徒 とが 同等 の権利 を もった委員会を作 るこ と,教 師 お よび教授法 について苦
情を申立 るための方途 をひ らくこと,成 績評定 は詳細に,総 合的に,か つ十分
な根拠説 明を もってなされ るこ と,学 校 を ガラス張 りにす るた めに,学 校の教
員会議,成 績会議等 に生徒 を参加 させ ること,授 業計画 を クラス討論で決 め る
こと……等 々が要 求 され てい る。
ドイ ツの高等学校 は,日 本 の小学五年生か ら大学一年 次生 までの学年 を含 ん
でい るのであ ることを考えれば,こ の よ うな諸要求は,今 の大学での学生問題
を経験 してい る者に とっては,必 らず しも突飛 なことではない。 しか しひ と昔
前 は誰 に も思い も及 ばなか った,大 変な ことで ある。
教子 では,日 曜 の ミサに詣 る信者青年た ちが,ミ サに読 まれ る祈祷文 も歌 う
讃美歌 も,自 分 た ちで選 ぶ とい うよ うな教区が,ぼ つ ぼつ出て来 てい るとい うσ
これ も,大 学生や高校生 が学校 運営 に参加す ることを要 求す るこ とと,同 じ根
一79一
を も った現象ではなか ろ うか。 この根は おそ ら く皮相 な ものでは な く,非 常 に
深 く錯雑 してい るものであろ うが,そ れを探 りあ て,見 きわ め るこ とが,現 代
も っとも要求 され てい るのであ ろ う。
一昨年 ハ ンブル ク大学 で新総長 の就 任式が行なわれ た際に,教 授 たちは恒 例
に よ り儀式用の ガ ウンを着て入場 した。 ところが,会 場 にいた二人 の学生が こ
れ を待 ち受け てい て,UnterdenTalaren--MuffvontausendJahrenと
書 かれた横断幕をす るす る とひろげた。せ っか くの厳 粛であ るべ き儀式が,一
場 の戯画 と化 して しま ったのであ る。 その後方 々の大学で,教 授たちは,儀 式
の際に ガウ ンを着 るのをため ら うよ うに な ってい るとい う。 日本 では学 生が,
男 々 し くも自分たち と話合 うとして出む いて来 た先生た ちを,漫 画だ と呼んだ
とい う話 と符節 が合い,自 分 たちの こ となが ら,言 い得 て妙な りとの感 がない
で もない。 ドイ ツの大学教授 の うちには しか し,敢 えて ガウンを着用 に及んで,
誇示 的に長髪 と無精 ひげをた くわ え うす汚 ないか っこ うを して得意気 な学 生た
ちを,ひ な壇か らに こに こと見お ろす度胸者 もある とい う。行動はむち ゃで言
葉 は乱暴 で も,そ していろんな種類 の者がい て一様 には言えないだろ うが,大
部 分 の者は 自分で も途方 に くれ て,何 を していいか に迷 ってい る,何 とな く不
満 で,や た らにわめ き散 らし,手 当 り次第に物 を こわ して駄 々を こね てい る子
供 の よ うではない だろ うか。 ある ドイ ツ人が言 った次 の言葉は,あ る意味で含
蓄 のあ る言葉 であ る:一 生徒 の反乱 は,良 い先生 を求め る 叫 び声 だDie
RevoltederSch61eristderRufnachgutenLehrern.
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